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場合の数の性質を
理解し、順列や組
合せを利用して、基
本的な場合の数を
求めることができる
ようになる。

正しく理解し求める
ことができるか、後
学期中間試験およ
び講義での小テスト
で評価する。

順列の総数Pと組合
せの総数Cを有効
に利用して、さまざ
まな場合の数を求
めることができる

順列の総数Pと組合
せの総数Cを用い
て、標準的な場合
の数を求めることが
できる

順列の総数Pと組合
せの総数Cを用い
て、簡単な場合の
数を求めることがで
きる

総合評価

４回の中間試験・定期試験の合計得点を５０％、小テストの合計得点を５０％の割合で評価する。中間
試験・定期試験の点数が５０点に満たない場合は、提出された授業ノートを１５点満点で評価し試験の
点数に加えたものを当該試験の点数として、成績評価に用いる。ただし、当該試験の点数と授業ノート
の点数の合計が５０点を超えた場合、５０点として計算する。

達成度目標の評
価方法

ルーブリック

理想的な到達レベル 標準的な到達レベル
最低限必要な到達レ

ベル

数と式の基本的な
性質を理解し、これ
らの計算ができるよ
うになる。

正しく理解し、これら
の計算ができるよう
になっているか、前
学期中間試験およ
び講義での小テスト
で評価する。

数と式の基本的な
性質を理解し、性質
や公式を適切に組
み合わせて、これら
の計算ができる。

数と式の基本的な
性質を理解し、性質
や公式を利用して、
標準的な計算がで
きる。

数と式の基本的な
性質を理解し、性質
や公式を利用して、
簡単な計算ができ
る。

関数の移動の公式
を利用し、簡単なべ
き・分数・無理関数
のグラフの概形が
描ける。

2次の関数・方程
式・不等式につい
て、基本的な性質を
理解し、方程式や
不等式が解けるよう
になる。

正しく理解し、2次方
程式・不等式が解
けるようになってい
るか、前学期期末
試験および講義で
の小テストで評価す
る。

2次方程式・不等式
を解くことができる。
2次関数のグラフの
基本的な性質や、
方程式や不等式の
解との関係を理解
し、さまざまな問題
に応用することがで
きる。

標準的な2次方程
式・不等式を解くこ
とができる。2次関
数のグラフの基本
的な性質や、方程
式や不等式の解と
の関係を理解して
いる。
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本科・専攻科教
育目標

科目目標
【MCC目標】

自然科学や工学の基本的な問題を解決するために必要となる、数と式、2次の関数・方程式・不等式、
命題・等式・関数、個数の処理、数列の知識、計算技術を修得させる。【Ⅰ 数学】

2次関数について、
グラフの基本的な
性質を理解してい
る。簡単な2次方程
式・不等式を解くこ
とができる。

集合と命題に関す
る基本的な概念や
性質を理解し、数学
的な記述に利用で
きるようになる。

正しく理解し、利用
できるようになって
いるか、前学期期
末試験および講義
での小テストで評価
する。

集合と命題に関す
る概念や性質を理
解し、さまざまな場
面での数学的な記
述に利用できる。

集合と命題に関す
る基本的な概念や
性質を理解し、標準
的な数学的な記述
に利用できる。

集合と命題に関す
る基本的な概念や
性質を理解してい
る。

科目目標達
成度

数列の性質を理解
し、数列の一般項
や和を求めることが
できるようになる。

正しく理解し求める
ことができるか、後
学期期末験および
講義での小テストで
評価する。

数列の性質を理解
し、さまざまな数列
の一般項と和を求
めることができる。

数列の性質を理解
し、標準的な数列の
一般項と和を求め
ることができる。

数列の性質を理解
し、基本的な数列の
一般項と和を求め
ることができる。

科目達成度目標

等式と不等式につ
いて、基本的な性
質を理解し、高次の
方程式・不等式を解
けるようになる。等
式や不等式を証明
できるようになる。

正しく理解し、解け
るようになっている
か、後学期中間試
験および講義での
小テストで評価す
る。

さまざまな高次の方
程式・不等式を解く
ことができる。等式
や不等式を証明で
きる。

標準的な高次の方
程式・不等式を解く
ことができる。標準
的な等式や不等式
を証明できる。

簡単な高次の方程
式・不等式を解くこ
とができる。基本的
な等式や不等式を
証明できる。

べき・分数・無理関
数を中心に関数と
グラフに関する基本
的な概念や性質、
概形を理解する。

正しく理解している
か、後学期中間試
験および講義での
小テストで評価す
る。

関数の移動の公式
を利用し、べき・分
数・無理関数のグラ
フの概形が描け、
方程式の解法に利
用できる。

関数の移動の公式
を利用し、標準的な
べき・分数・無理関
数のグラフの概形
が描ける。
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1 4

2 4

3 4
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5 4

6 4
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8 2

9 4

10 4

11 4

12 4

13 4

14 4

15 6

期末 [2]

16 4

17 4

18 4

19 4

20 4

21 4

22 4

23 2

24 4

25 4

26 4

27 4

28 4

29 4

30 6

期末 [2]

120

総合評価 セルフチェック目標との関連 定期試験 小テスト レポート
その他（演習課題・
発表・実技・成果物

等）

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合

基礎的理解 ①②③④⑤ 35 35

評価項目 50 50 1000 0

授　　業　　内　　容

0

70

0

①②③④⑤ 15 15

自学自習
（予習・復
習）内容

応用力（実践・専門・融合）

30

授業概要、方
針、履修上の

注意

自然科学や工学を学ぶ上で基礎となる、数と式、2次の関数・方程式・不等式、命題・等式・関数、個数の処
理、数列の基礎などの事項について講義を行う。適宜、問題演習、小テストを実施し、授業内容の理解の定
着をはかる。
授業内の問題演習には積極的に取り組むこと。
成績評価における割合が高いので、小テストは十分に準備して取り組むこと。
しっかりと授業ノートをとること。

教科書・
教材

「新編 高専の数学１(第２版・新装版)」、「新編 高専の数学１ 問題集(第２版)」
「新編 高専の数学２(第２版)」、「新編 高専の数学２ 問題集(第２版)」(森北出版)

社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）

主体的・継続的学修意欲

授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目

前学期期末試験を実施する。        

集合の概念と基本的な性質を学ぶ。

2次方程式の解と判別式を学ぶ。

組合せとその求め方を学ぶ。

学習時間合計 実時間 90

期末試験

命題の概念と基本的な性質を学ぶ。前期学んだ事項の問
題演習を行う。

命題、問題演習

無理関数 無理関数とそのグラフ、無理方程式の解法を学ぶ。

逆関数 逆関数の概念を理解し、求め方を学ぶ。

備考欄

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間（試行）

有理式 有理式の計算方法を学ぶ。

グラフと方程式の解 2次関数のグラフと2次方程式の解との関係を理解する。

実数を含めた数の分類を理解する。素因数分解を学ぶ。

実数の大小関係、平方根を含
む数の計算

実数の大小関係の性質を理解する。平方根を含む数の計
算を学ぶ。

整式の除法、約数・倍数 整式の除法の計算方法を学ぶ。約数・倍数を理解する。

2次関数のグラフ、最大・最小 2次関数のグラフを学び、最大・最小に応用する。

前学期中間試験 前学期中間試験を実施する。

解と係数の関係 2次方程式の解と係数の関係を理解する。

2次方程式の解の公式、複素
数

2次方程式の解、判別式

2次方程式の解の公式を学ぶ。複素数の概念を理解する。

不等式、2次不等式
不等式の概念と性質を理解する。2次不等式の解法を学
ぶ。

集合

実数、素因数分解と分数の計
算

因数分解

整式の加法・減法・乗法 整式の加法・減法・乗法と、整式の展開を学ぶ。

整式の因数分解を学ぶ。

二項定理 二項定理を理解する。

後学期中間試験 後学期中間試験を実施する。

場合の数、順列 場合の数と順列を学ぶ。

組合せ

期末試験 後学期期末試験を実施する。

数列の概念を理解し、等差数列の一般項と和を学ぶ。

等比数列 等比数列の一般項と和を学ぶ。

いろいろな数列 いろいろな数列と総和の記号を学ぶ。

数学的帰納法を理解し、証明に応用する。後学期学んだ事
項の問題演習を行う。

数学的帰納法、問題演習

数列、等差数列

関数、平行移動・対称移動

恒等式、因数定理
整式の等式が恒等式となる条件を理解する。因数定理を学
ぶ。

関数とグラフを学び、グラフの平行移動・対称移動と式との
関係を理解する。

べき関数、分数関数 べき関数、分数関数とそれらのグラフを学ぶ。

高次方程式、高次不等式 高次方程式、高次不等式の解法を学ぶ。

等式・不等式の証明方法を学ぶ。等式・不等式の証明
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